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令和８年９月１日 

子 ど も ・ 若 者 部 

教育委員会事務局 

 

 

せたがや架け橋プログラム（案）について 

 

１ 主旨 

 区では、国における「架け橋プログラム（※）」の推進を踏まえ、幼児教育と小学校

教育の円滑な接続を図るため、世田谷区の特色を生かした「架け橋プログラム」の策定

に向けて検討を進めてきた。 

 このたび、「せたがや架け橋プログラム（案）」を取りまとめたので、報告する。 

※５歳児から小学校１年生の２年間を「架け橋期」と捉え、学びと育ちを繋げていく事を目指す。 

 

２ プログラム作成の経緯 

区では、平成２８年度に「世田谷版アプローチ・スタートカリキュラム」を作成し、

平成２９年度から３０年度の試行を経て、令和元年度より区立小学校及び区立幼稚園・

保育園において実施している。 

また、令和３年度には「世田谷区教育・保育実践コンパス」を策定するとともに、

「学び舎」への参加対象を区立幼稚園に加え、私立幼稚園や保育所等へ拡大するなど、

幼児教育と小学校教育の連携・接続の充実を図ってきた。 

こうした取組みを踏まえ、令和５年度に改訂委員会及び作業部会を設置し、モデルと

なる学び舎における実践的な検証を行いながら、区の特色を生かした「せたがや架け橋

プログラム」の検討を進めてきた。 

令和８年６月には、プログラム案を各園・各校の実情に即した、より活用しやすい内

容とするため、区立小学校及び就学前施設を対象にアンケートを実施し、寄せられた意

見を踏まえて内容の検討を行った。 

 

３ プログラム案の概要 

（１）解説編 

・ 「せたがや架け橋プログラム」のねらい 

・ 幼児教育と小学校教育の関係 

・ 「架け橋プログラム」と「アプローチ・スタートカリキュラム」の関係 

・ 世田谷区の特色（学び舎、乳幼児教育支援センター、非認知能力の育成） 

・ 学び舎で取り組む「架け橋プログラム」について など 
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（２）実践編 

・ 幼保小の連携・接続を進めるためのチェックリストの活用 

・ 「架け橋期のカリキュラム」の作成・実践・評価・改善 など 

（３）事例集 

・ 架け橋期の取組に係るモデル研究や実践事例の掲載 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

  令和８年１０月以降  「せたがや架け橋プログラム」完成 

      １１月以降  解説動画の作成・配信や研修の実施等による活用支援 

教育課程編成の補助資料としての提供や就学前施設への周知 

  令和９年度以降   「せたがや架け橋プログラム」の取組促進に向けた研修や実

践事例の共有 

  令和 10 年度以降  「架け橋期のカリキュラム」を各小学校から区へ提出 

※全 29 学び舎が「魅力ある学び舎」になることと連携した

取組支援検討 

            「教育振興基本計画」等の改定にあわせた内容の見直し等 
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解説編 

 
実践の手引き編 
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 『せたがや架け橋プログラム-解説と実践の手引き-』活用の手順 

『せたがや架け橋プログラム』は、以下の手順に基づいて学び舎を活用し、公私立幼稚園・保育所・

認定こども園等（以下「就学前施設」という）と小学校（以下「幼保小」という）が架け橋期の取組みの

充実を進めていくためのものです。 

 

  

架け橋期のねらいを踏まえ、教育・保育の充実、接続・連携の重要性に

ついて共通理解していきましょう。 

 解説 第１章 『せたがや架け橋プログラム』の推進 ⇒ P３ 

区の特色である学び舎を活用しながら、架け橋プログラムを進めて

いきましょう。 

 解説 第２章 学び舎での連携・協働 ⇒P１1 

チェックリストを活用しながら、幼保小の管理職や担当者が、互いの教育・

保育について話し合える関係づくりを図りましょう。 

 
実践の

手引き 

第３章 「子どもたちの姿から互いの 

教育・保育内容を話し合える」関係性の構築 ⇒P１7 

幼保小が協働してカリキュラムを作成しましょう。また、実践後、子ども

の姿を振り返る話し合いを通して連携を深めましょう。 

第４章 架け橋期のカリキュラムの作成と活用方法について ⇒P２3 
実践の

手引き 
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第１章 『せたがや架け橋プログラム』の推進 

 

解説
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1 『せたがや架け橋プログラム』の推進にあたって 

・世田谷区（以下「区」という。）では、平成２８年度に、世田谷版アプローチ・スタートカリキュラムを策定

し、幼児教育・保育と小学校教育との連携・接続に取り組んできました。 

・令和４年度から、学び舎（学舎）※に就学前施設が参加し、幼児と児童との交流活動を推進してきまし

た。 

・令和４年度末、中央教育審議会 初等中等教育分科会及び幼児教育と小学校教育の架け橋特別委

員会が示した「学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について～幼保小の協働に

よる架け橋期の教育の充実～」において、幼児教育と小学校教育の円滑な接続に取り組むことの必要

性が示されました。 

・令和６年度に、「今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の在り方に関する有識者検討会の最終報

告」において、「幼保小の架け橋プログラム」の推進により、幼児教育と小学校教育の円滑な接続に向

けて協働して取り組んでいくことの必要性が示されました。 

・これを受け、区では令和６～７年度に、みどりの学び舎（区立八幡山小学校・八幡山幼稚園・松沢保育

園）及び砧の学び舎（区立砧小学校、砧幼稚園）において架け橋期におけるモデル研究を実施しまし

た。この成果等を踏まえ、区の特色を活かした幼保小の連携・協働を進めるため、本書を作成しました。 

※学び舎（学舎）…中学校区を単位として、就学前施設、小学校、中学校で構成されるグループのこと。 

 

【『せたがや架け橋プログラム』のロードマップ】 

教育振興基本計画との整合を図りながら、幼保小で連携・協働して架け橋プログラムに取り組み、

令和１０年度末までに各学び舎において、小学校と窓口園との協力により、「架け橋期のカリキュラム」

を作成・実践し、幼保小の連携・協働を基本に架け橋期の取組みの充実を目指します。 

 

 

  

カリキュラムの作成が
目的ではなく、つながる
方法のひとつなんだ！ 

 

１ 『せたがや架け橋プログラム』の推進にあたって 
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そもそも架け橋プログラムって何？ 

５歳児から小学校１年生の２年間を「架け橋期」として、その時期の教育・保育

を充実させて、学びと育ちをつなげていくことを目指しているんだ！ 

 

 

 

２ 学びと育ちをつなぐ・つながる 

 

 

 

 

 

 

（１）「せたがや架け橋プログラム」のねらい 

〇子どもたちの学びと育ちをつなぐ 

幼保小が協働して架け橋プログラムに取り組むことは、子どもたちが安心感や自信をもち、主体

的に学びに向かう姿を支えます。また、幼保小が互いの教育や保育を理解し、それぞれの実践を充

実させていくことで、非認知能力や資質・能力の育成につながり、子どもたちの学びと育ちをより豊

かなものにします。 

 

〇子どもに関わる大人が立場を越えて自分事として連携・協働 

学び舎を活用しながら、幼保小が施設類型の違いを越えて連携・協働し、「架け橋期のカリキュラ

ム」を作成・実践し、保育・教育の充実・改善を推進します。また、家庭、地域、関係団体、教育・保育

行政も含めた様々な関係機関との連携・協働も重要です。 

 

  〇全ての子どものウェルビーイングを保障するカリキュラムの実現 

家庭や地域の状況に関わらず、全ての子どもが格差なく質の高い学びへと接続できるよう、架け

橋期の教育の質を保障します。また、子どもを権利の主体とし、多様性に配慮するなど、一人一人の

子どもに対する理解を基盤とした教育・保育内容の充実を図ることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１年生はゼロからのスタートではない! 

 

０歳から１８歳までの学

びの連続性を意識し、架け

橋期の教育・保育を充実さ

せて、生涯にわたる学びや

生活の基盤をつくることが

大切なんだよ！ 

 

２ 学びと育ちをつなぐ・つながる 
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（2）幼児教育と小学校教育の関係 

 

幼児教育と小学校教育は、様々な違いがあるように見えますが、子どもの学びと育ちは連続しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：文部科学省 幼児教育と小学校教育がつながるってどういうこと 

 

（3）『せたがや架け橋プログラム』と世田谷版アプローチ・スタートカリキュラムの関係 

 

世田谷版アプローチカリキュラムは、５歳児の２学期以降の時期を対象とし、小学校以降の学びや生

活に主体的に取り組んでいく力を身に付け、期待や希望をもって就学できるよう各時期のねらいと活動

を示しています。 

スタートカリキュラムは、小学校入学当初に実施され、安心して学習に取り組める環境を整えたり、幼

児期の遊びや生活を通した学びを基礎として、子どもが主体的に自己を発揮していくために意識すべき

ことを示しています。 

これらに対しせたがや架け橋プログラムでは、学びと育ちの連続性をより意識し、幼保小が協働して２

年間の架け橋期のカリキュラムを作成・実践し、教育・保育内容を充実させていくことを目指しています。

引き続きアプローチ・スタートカリキュラム等で書かれた具体的な内容を活用しながら、架け橋プログラ

ムに取り組み、互いの教育の質の向上を目指していくことが大切です。 

 

 

 
 

 

世田谷版 

アプローチ・スタートカリキュラム 

 

スタートカリキュラム 

スタートブック文部科学省 

 

幼児教育(幼稚園・保育所・認定こども園) 小学校教育

「感じる」「気付く」「考える」「工夫する」
「興味をもつ」「関わる」等の経験を重視

遊びを通した総合的な指導

5つの領域からなる「ねらい」と「内容」
(健康・人間関係・環境・言葉・表現)

「～できるようになる」「分かるようになる」等
の目標への到達度を重視

各教科等の目標・内容に沿って選択された
教材による授業

各教科等における目標及び内容

【共通】幼児教育と小学校教育

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
を念頭に置きながら、小学校以降の生活や
学習の基盤となる資質・能力を育成する

幼児教育 小学校教育
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
を踏まえた指導を工夫することにより、幼
児期に育まれた資質・能力を踏まえて、教
育活動を実施する

教育の目標

教育の方法
等

小学校
学習指導要領

教育の目標

教育の方法
等

幼稚園教育
要領等

教育課程等

教育方法

一人一人の資質・能力を育んでいくよう、教育内容等を組織的かつ計画的に編成

「主体的・対話的で深い学び」の実現

幼児教育と小学校教育の特徴とは?
幼児教育と小学校教育の特徴を、教育課程等や教育方法などの面から見てみましょう。

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
(10の姿)※円滑な接続の手掛かりとして使用

同じところも、違うところもあって… 
だからこそ話し合うことが大切だね！ 

 
 

幼児教育（幼稚園・保育所・認定こども園等） 
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≪せたがや架け橋プログラムの位置づけ≫ 
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架け橋プログラムを推進するためには、幼保小はもちろんのこと、家庭や地域の理解と協力も必要で

す。家庭、地域、行政、就学前施設や小学校等が「こどもをまんなか」につながり合って、共に子どもたち

の学びや育ちを支えましょう。                        ※参考：こども家庭庁「こどもまんなかアクション」 

 

   

 

 就学前施設や小学校の取組みを発信することは、保護者の不安の軽減にもつながります。「できないこ

とが増えた」と捉えるのではなく、「育ちの途中であること」を共有し、生活の見通しを一緒に立てたり、こ

れまで大切にしてきた関わり方を急に変えないようにしながら、ともに子どもの育ちを支えていきましょう。 

また、小学校入学前から学童クラブを利用する子どももいます。体験利用や交流活動、就学前施設・

学校・学童クラブの間での情報共有（疲れやすさ、不安、生活リズムなど）など、さまざまな連携が考えら

れます。 

「こどもをまんなか」に、地域みんなでつながり合い、「遊び・休息・安心して過ごせる時間」「ゆったり

できる居場所」「丁寧なケアや見守り」など、一人ひとりに応じた切れ目のない支援を実現していきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム 「地域みんなで“こどもまんなか”につなぐ・つながる」 
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第２章 学び舎での連携・協働 

 

 

 

 

第２章 学び舎での連携・協働 

解説

15



12 

【参考】学びと育ちのガイドブック（令和８年 4月）P15～研究指定園・校、実践校の位置付け 

１ 世田谷区の特色 

（１）学び舎と窓口園 

区には、就学前施設・小学校・中学校で組織された学び舎が２９あり、各学び舎の特色を生かしなが

ら、子ども同士や教職員同士が様々な交流活動を行っています。各学び舎には、幼保小連携を進める際

の窓口となる「窓口園」がありますので、活動を進める際にはご連絡ください。 

 

【窓口園への相談例】 

・学び舎の日等を活用した幼保小関係のきっかけづくり  ・就学前施設への交流活動や授業案内等 

・園だより、学校だよりの送付  ・園・学校公開期間の相互参観 ・入学前の小学校訪問の相談など 

 

【学び舎における交流事例】 

 (令和６年度に窓口園を対象としたアンケート調査より) 

 

①教職員・保育士による意見交換 

・就学前施設の教職員・保育士が小学校の公開授業に参加し、意見交換を実施 

・学び舎内の分科会に分かれた協議会への参加 

・「非認知能力の育成」をテーマに、有識者を招いての学び合いと意見交換の実施 

②保育・授業公開、施設訪問、交流活動等 

・小学校の学校公開、校内見学、運動会や学芸会等の行事の見学等 

・近隣の就学前施設の園児同士の交流活動の実施 

 

令和１０年度までに、全ての学び舎・学舎で地域との連携を生かした学びの活性化を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学前施設と小学校が
つながって、話し合え
る関係性を構築するこ
とが第一歩！ 

最新の学び舎一覧はこちらから！ 
１ 世田谷区の特色 
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（２）乳幼児教育支援センターとの連携 

乳幼児教育支援センターでは、就学前施設が学び舎に参加・変更等をする際の手続きやサポートを

行っているほか、幼保小の教職員による合同研修の実施、架け橋プログラム推進のためのモデル研究

の推進、学び舎における取組み事例の情報発信等を行っています。 

 

 

（3）非認知能力(社会情動的スキル)の育成 

幼児教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が、義務教育段

階の児童・生徒に育成すべき資質・能力につながることから、令和７年度より、教育委員会では幼児期

からの遊びや学びを通して育む非認知能力を、小学校・中学校においても育成の視点に学校教育を推

進していけるよう研究指定園・校を定め、取り組んでいます。 

OECD(経済協力開発機構)では、非認知能力に値する力を「社会情動的スキル」として３つの領域に

分けていますが、区では学校教育における非認知能力の育成に係る視点として、以下を「育てたい５つ

の力」として整理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

世田谷区乳幼児教育支援センターリーフレット 

17
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２ 学び舎で取り組む架け橋プログラムについて 

区内には、多くの就学前施設があります。複数の就学前施設から小学校へ就学するケースも多く、連

携先が多岐にわたるため、学び舎の仕組みを活用し、効果的に架け橋プログラムの取組みを進めていき

ましょう。 

 

【学び舎での架け橋プログラムの取組み例】 

 

  

  

 

窓口園・小学校が中心となり、 

チェックリスト等を活用しながら 

架け橋プログラムに取り組みます。 

⇒１８ページ参照 

  架け橋期の 

取組み 

教育・保育に対して 

相互理解を図り、 

カリキュラムを 

作成します。 

⇒２４ページ参照 

小学校は、作成した 

カリキュラムを区へ提出します。 

窓口園は、ベースとなる 

カリキュラムを学び舎内の 

就学前施設へ共有します。 

共有された架け橋期の 

カリキュラムを参考に、 

就学前施設の部分を自園の 

取組みに更新します。 

カリキュラムをもとに、 

実践・評価改善を通じ、 

架け橋期の充実を図ります。 

４ 

・カリキュラムの作成にあたっては、学び舎内で進めやすいよう連携・協働関係を相談して取り組んでいきましょう。 

・カリキュラムは、教育課程の補助資料として各小学校ごとに区へ提出します。 

まずは、学び舎内で「育みたい子どもの姿」を、話し合ってみよう！ 

２ 学び舎で取り組む架け橋プログラムについて 

18
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【学び舎で複数の施設が連携する例】 

〇学び舎内の小学校が 1校の場合 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学び舎内の小学校が 2校以上の場合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

各学び舎に合わせて、様々なやり方や
組み合わせが考えられる！ 

小学校 

学び舎の 

窓口園 

保育所 幼稚園 認定こども園 

区 

架け橋プログラムに取組む 

幼保小一緒にカリキュラム
を作成する 

作成したカリキュラムを 

区へ提出する 

ベースとなるカリキュラムを共有する 

カリキュラムを自園の取組みに更新する 

実践・評価改善を通じ、架け橋期の充実を図る 

４ 

１ 

２ 

３ 

５ 

６ 

学び舎内の小学校が２校の例 ３校が窓口園、窓口園以外の園と作成する例 

小学校 小学校 小学校 小学校 小学校 

区 区 

窓口園 保育所等 保育所等 窓口園 

カリキュラムを 

窓口園に共有 
カリキュラムを 

窓口園に共有 
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コラム 「連携は身近な一歩から」 

まずは、これまで関わりのあった園や、身近な園との連携

から始めてみてください。対話を重ねながら、カリキュラ

ムを共に考えていきましょう。 

すべての園と一度に交流・連携する必要はありません。

学び舎の窓口園なども活用しながら、少しずつ地域全

体に広げていくようにしていきましょう。 

 
学び舎内には、たくさんの園があって… 

どのように連携を進めていけばよいのでしょうか？ 

 でも、複数の園と連携するのは難しそうです…。 

小学校教諭 

区の担当者 

20
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第３章 「子どもたちの姿から互いの教育・保育 

内容を話し合える」関係性の構築 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章「子どもたちの姿から互いの 

教育・保育内容を話し合える」関係性の構築 

実践の手引き
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１ 自園・自校の連携・接続の現状を確認しましょう！ 

チェックリストを活用しながら、自園・自校の現状把握や今後の連携・接続に向けた取組み内容を確

認しましょう。 

チェックリストは、体制づくりや教職員交流、教育・保育交流、架け橋期のカリキュラムの作成に向けた

取組み、独自の取組みの４つのカテゴリーについて、                  、 

の３段階に分類しています。 

 

 

 

 

【チェック項目一覧】 

 ホップ（基盤づくり） ステップ(連携・接続の実施) ジャンプ(連携・接続の充実) 

体
制
づ
く
り
や
教
職
員
交
流 

□顔合わせ 

学び舎内の管理職や担当者の顔合

わせをしている。 

□計画の作成 

幼保小の取組みに関する年間計画

を作成している。 

□研修の企画 

架け橋プログラムに関する研修等を自

園・自校・学び舎内で実施している。 

□共有 

園だより・学校だより、年間行事予定

を近隣の幼保小へ送付し、互いの取

組みを共有している。 

□参加 

近隣の幼保小の行事に参加してい

る。 

□意見交換 

架け橋プログラムの取組みについて、教

職員・保育士同士による意見交換が行

われている。 

□研修への参加 

区が主催する幼保小の合同研修に

参加している。 

□参観 

授業や保育を互いに参観している。 

□仕組みの構築 

連携・接続が持続的・発展的な取組みに

なるよう園・校内体制を構築している。 

□交流 

学び舎の日などを活用して、幼保小

の職員が交流する場を設定している。 

□情報共有 

入学前後の子どもの情報共有を行

っている。 

 

教
育
・保
育
交
流 

□参加 

幼保小の園行事、学校行事に幼児・

児童が参加している。 

□振り返り 

交流活動の実施後、幼保小みんな

で振り返りをしている。 

□今後の方向性の共有 

実践と振り返りを元に、改善や発展の方

向性を共有している。 

□交流 

幼児と児童の交流活動（学年不問）

を実施している。 

□工夫 

互恵性のある交流活動に向けて、相

互に工夫している。 

□仕組みの構築 

持続的に改善・発展できる仕組みを構築

している。 

架
け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

 
 
 

作
成
に
向
け
た
取
組
み 

□基盤作り 

アプローチ・スタートカリキュラムに取

り組んでいる。 

□作成・実践 

アプローチ・スタートカリキュラムを活

用し、より学びのつながりを意識・工

夫した架け橋期のカリキュラムを幼

保小で協働して作成・実践している。 

□見直し 

振り返りを元に、架け橋期のカリキュラム

の見直しを行っている。 

□共有 

「育みたい子どもの姿」「架け橋期に

育まれる姿」を共有している。 

（P30～35 カリキュラムシート参照） 

□振り返り 

架け橋期のカリキュラムの実践後、
「大人の実践」「子どもの姿」につい
て、幼保小みんなで振り返りをしてい
る。 

□サイクルの構築 

架け橋期のカリキュラムを見直し、改善・

発展させていくサイクルが持続可能な形

で構築されている。 

 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

※P１９～２１の段階毎のポイントを参考に、架け橋プログラムを進めてみましょう！ 

≪チェックリストの活用にあたって≫ 
① 現状把握と今後の参考として、活用してください。すべての項目を埋めることが目的ではありません。 
② ホップ（基盤づくり）の項目から順に埋めていくものでもありません。取組みが進んでいる項目を確認
し、現状を把握することで、次の連携・接続に向かうための手掛かりを得ることができます。 

③ 独自の取組みについては、各学び舎の特色や環境、地域資源等を活用した取組みを記入しましょう。 

独
自
の 

 

取
組
み 

 

ホップ（基盤づくり） ステップ（連携・接続の 

ジャンプ（連携・接続の充実） 実施） 、 

、 

１ 自園・自校の連携・接続の現状を確認しましょう！ 
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２ 架け橋プログラムを進めましょう！ 

（１）ホップ 基盤づくり 

体制づくりや教職員交流 

□校園長が中心となり、学び舎内の管理職や担当者の顔合わせをしている。 

□園だより・学校だより、年間の行事予定を近隣の幼保小に送付し、互いの取組みを共有している。 

□幼保小接続推進研修に参加し、連携・接続の理解を図っている。 

 

（ポイント） 

・園長・校長が中心となり、教職員・保育士同士の交流を図っていくことが、連携活動の第一歩です。

各学び舎内にある窓口園を通じて、幼保小の連携担当者の決定や連絡先を共有しましょう。 

・連絡窓口となる担当者（学び舎担当、幼保小連携担当、園務教務主任など）を決め、何ができるか

を話し合う場を設定しましょう。まずはお互いの顔が分かるつながりを目指すことから始めましょう。 

・自園・自校での取組みを知ってもらうため、園だより・学校だよりを近隣の就学前施設、小学校へ送

付し、情報を共有しましょう。 

・乳幼児教育支援センターでは、毎年、幼保小の合同研修を開催しています。幼保小の接続に関する

講義や幼保小の教職員・保育士交流を行っていますので、ご参加ください。 

 

教育・保育交流 

□幼保小の園行事、学校行事に園児・児童が参加している。 

□幼児と児童の交流活動（学年不問）を実施している。 

 

（ポイント） 

・他園や学校の教育・保育を知る良い機会です。就学前施設、小学校で実施される行事・交流活動に

参加できるように調整しましょう。 

 

架け橋期のカリキュラムの作成に向けた取組み 

□学びのつながりを意識・工夫したアプローチカリキュラム・スタートカリキュラムを作成している。 

□学び舎内で、育みたい子どもの姿を共有している。 

 

（ポイント） 

・就学前施設は、小学校以降の学びに対して見通しをもった教育・保育を行うほか、幼児が小学校生

活や学習に主体的に取り組んでいける力を身に付け、入学への期待や希望をもてるようにアプロー

チカリキュラムに取り組みましょう。小学校は、入学後の１年生が安心感をもち、自己発揮できるよう

にスタートカリキュラムに取り組みましょう。 

・学び舎内で子どもの実態や課題、学び舎や園・校の目指す子ども像などを参考に、思いや願いを出

し合い、「育みたい子どもの姿」を共有しましょう。 

□顔合わせ    学び舎内の管理職や担当者の顔合わせをしている。 

□共有       園だより・学校だより、年間行事予定を近隣の幼保小へ送付し、互いの取組みを共有している。 

□研修への参加 区が主催する幼保小の合同研修に参加している。 

□交流       学び舎の日などを活用して、幼保小の職員が交流する場を設定している。 

□参加 幼保小の園行事、学校行事に幼児・児童が参加している。 

□交流 幼児と児童の交流活動（学年不問）を実施している。 

□基盤作り  「アプローチ・スタートカリキュラム」に取り組んでいる。 

□共有    「育みたい子どもの姿」「架け橋期に育まれる姿」を共有している。 

管理職の先生方の 
つながりが大切！ 

２ 架け橋プログラムを進めましょう！ 
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（２）ステップ 連携・接続の実施 

体制づくりや教職員交流 

□幼保小の取組みに関する年間計画を作成している。 

□近隣の幼保小の行事に参加している。 

□学び舎の日などを活用して、幼保小の職員が話し合える場を設定している。 

 

 

（ポイント） 

・連携のための交流活動の年間計画を作成しましょう。年間計画では、幼児・児童の交流活動のほか、

合同会議、研修等の日程を設定しましょう。 

・就学前施設、小学校で実施される公開保育や授業、運動会、学芸会、入学式、卒業式等の行事に参

加し、相互の取組みや施設を知りましょう。また、行事をきっかけに職員同士の交流も深めていきまし

ょう。 

・互いの授業や保育を「育みたい子どもの姿」を視点に参観するなどし、双方の良さや違いを理解す

ることにつなげましょう。 

 

教育・保育交流 

□子ども同士の交流（５歳児と１年生）を実施している。 

□互恵性のある交流活動に向けて、相互に工夫している。（時期、参観時間、場所、方法等） 

 

（ポイント） 

・事前に交流の在り方について、窓口園を中心に幼保小で共に考え、相互のねらいを明確にした互恵

性のある交流にしましょう。 

・交流活動を実施するだけでなく、活動内容や進め方、また子どもの姿の視点を決め、同じ目線で振り

返りを行うようにしましょう。 

 

架け橋期のカリキュラムの作成に向けた取組み 

□アプローチカリキュラム・スタートカリキュラムに取り組んでいる。 

□幼保小で協働して、架け橋期のカリキュラムを作成・実践している。 

 

 

（ポイント） 

・これまで各園・各校で取組んできた、それぞれのアプローチ・スタートカリキュラムを活用しながら、よ

り学びや育ちの連続性を意識し、子どもが自信をもって自立的、主体的に学習に取組めるような内

容を工夫していきましょう。 

・実践後の振り返りでは、「大人の実践」を振り返ると共に、「子どもの姿」の振り返りを幼保小の教職

員が一緒に行うことが大切です。 

□計画の作成  

□参加      

□参観      

□情報共有   

□振り返り 交流活動の実施後、幼保小みんなで振り返りをしている。 

□工夫   互恵性のある交流活動に向けて、相互に工夫している。(時期、参観時間、場所、方法等) 

□作成・実践 アプローチ・スタートカリキュラムを活用し、より学びのつながりを意識・工夫した架け橋期のカリキュ

ラムを幼保小で協働して作成・実践している。 

□振り返り   架け橋期のカリキュラムの実践後、「大人の実践」「子どもの姿」について、幼保小みんなで振り返りを

している。 

幼保小の取組みに関する年間計画を作成している。 

近隣の幼保小の行事に参加している。 

授業や保育を互いに参観している。 

入学前後の子どもの情報共有を行っている。 

24



21 

（３）ジャンプ 連携・接続の充実 

体制づくりや教職員交流 

（ 

 

 

 

（ポイント） 

・架け橋プログラムや幼保小接続に関する研修講師を招いて、園・校・学び舎内で研修等を開催しま

しょう。なお、研修形式ではなく、他の園・校の教職員・保育士を招いて他の取組みを知ったり、研修

動画等を活用したりすることも有効です。 

・架け橋プログラムは、５歳児や一年生の担当の教職員のみが実施するものではありません。育みた

い子どもの姿を意識した教育・保育の実践に当たっては、他の学年の教職員の協力も欠かせません。

様々な取組みについては、園内・校内の教職員・保育士と情報を共有しましょう。 

 

教育・保育交流 

（チェック） 

□互恵性のある交流に関する計画や、持続的に改善・発展できる仕組みを構築している。 

□自園・自校・学び舎内で交流等について改善や発展の方向性を共通認識している。 

（ポイント） 

・幼児と児童の双方の学びにつなげるために、交流後の意見交換では子どもの姿からその育ちや交

流のもち方の意義や反省点を互いに見出す機会とし、改善と充実につなげましょう。 

 

架け橋期のカリキュラムの作成に向けた取組み 

 

 

 

（ポイント） 

・実際に取り組んだ架け橋期のカリキュラムを幼保小で共有しましょう。また、他の園・校での取組みや

内容を踏まえ、必要に応じて、自園・自校のカリキュラムを改善しましょう。 

  ・実践後に、見直し、改善・発展させていくサイクルが毎年行われるように、園・校内での仕組みを構築

しましょう。

□研修の企画    

□意見交換     

□仕組みの構築  

□今後の方向性の共有 実践と振り返りを元に、改善や発展の方向性を共有している。 

□仕組みの構築      持続的に改善・発展できる仕組みを構築している。 

 

□見直し       振り返りを元に、架け橋期のカリキュラムの見直しを行っている。 

□サイクルの構築 架け橋期のカリキュラムを見直し、改善・発展させていくサイクルが持続可能な形で構築されている。 

架け橋プログラムに関する研修等を自園・自校・学び舎内で実施している。 

架け橋プログラムの取組みについて、教職員・保育士同士による意見交換が行われている。 

連携・接続が持続的・発展的な取組みになるよう園・校内体制を構築している。 
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本当にその通りだと思います。 園も学校も、毎日子どもたちのために全力で動いていて、 ゆっくり話し合う

時間を確保するのは簡単ではありません。 

だからこそお伝えしたいのは、連携は大きな会議から始めなくて大丈夫です。 まずは、できるところから。

“小さな一歩”からで十分なのです。 

 

区内で実際に行われている“無理のない連携”の例 

★教育時間・保育時間の流れを共有して、“可能な時間帯だけ”で参観を行う 

園と学校が、あらかじめ一日の流れを伝え合うだけで、 「この時間なら参観できそうだね」と、無理のない

訪問ができます。長時間の訪問でなくても、 短い時間で子どもの姿を見られるだけで、 お互いの理解が

ぐっと深まります。 

★校内研・園内研に“少しだけ参加する” 

研究会に少し顔を出すだけでも、 「こんな視点で子どもを見ているんだ」と気付きが生まれます。 

★交流活動の振り返りを、共通の視点で子どもの姿から語り合う 

「今日の子どもたちは、こんな表情だったね」 「この場面で、こんな関わりが生まれていたね」 そんな語り

合いが、次の活動をより良くしていきます。 

★学び舎の日の活用 

いくつかの部会に分かれて話し合うなかで、架け橋部会もあり、その中で情報交換や「育みたい子どもの

姿」について話し合っています。 

 

こうした取組みは、どれも大きな準備を必要としません。 それでも、先生方からこんな声が聞こえてきます。 

「話してみたら、意外と楽しかった」 「園の先生の視点が新鮮だった」 「子どもの姿を語り合う時間って、い

いものですね」 

そう感じられた瞬間、もうそれは“大きな一歩”なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム 「連携したい…でも時間がない」 
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第４章 架け橋期のカリキュラムの作成と 

活用方法について 

 

第４章 架け橋期のカリキュラムの 

            作成と活用方法について 

実践の手引き
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１ 架け橋期のカリキュラムを作成してみましょう！ 

 

架け橋期のカリキュラム作成は、共通の視点をもって具体的な取組みを可視化していくことで、幼児期に

培われた学びや育ちを小学校以降によりよくつないでいき、互いの教育・保育の質を高め、幼保小の接続を

持続可能にするためのものです。 

また、架け橋期のカリキュラムは、作成して終わりではありません。実践を記録し、子どもの姿を振り返る中

で、育ちを捉えたり、育ちにつながる環境構成や大人の関わりを確認したりして、評価・改善していくことが大

切です。カリキュラムは、毎年の振り返りを残しておき、２～３年程度で見直していくとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

架け橋期のカリキュラム作成に向けた取組

み

１ 架け橋期のカリキュラムを作成してみましょう！ 

架け橋期カリキュラムの作成手順  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ P3０・３１ 

架け橋期のカリキュラムにおける各項目について  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ P3２・３３ 
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２ 互いを理解するための４つのポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 互いを理解するための３つのヒント 

一人ひとりの子どもの学びや育ちを、活動の様子を通して話し合うことで共通理

解を図っていきましょう。次の「3つのヒント」の中から話しやすいものを選んだ

り、複数のヒントを組み合わせたりしながら、対話を進めてみてください。 

幼児教育と小学校以降の教育では、同じ３つの柱を育

てることを目指しているという共通点があります。 

幼児期に育まれた資質・能力を踏まえ、小学校教育で

は更にそれらを伸ばしていくことが大切です。 

資質・能力は、乳幼児期から高等学校卒業まで一貫し

て、それぞれの発達段階に応じて育んでいきます。 

育みたい資質・能力 

幼児期に育まれた非認知能力が、小学校以降におけ

る学びに向かう力の基盤となります。幼児教育では、

環境を通して行う教育としての０歳からの豊かな体験

の積み重ねが大切とされています。幼児教育と小学校

教育の切れ目のない接続により、学びと育ちをつない

でいきましょう。 

幼児期の生活や遊びの中で総合的に資質・能力が育

まれていることが表れている具体的な姿として、３要領・

指針（※）では「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

（１０の姿）が示されています。（P２６～２７参照） 

幼保小で、子どもの育ちや学びを話し合う時の手掛かり

として活用してみてください。 

幼児期の終わりまでに 

育ってほしい姿 

（１０の姿）） 

※３要領・指針…幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領 

幼児教育を土台にした

非認知能力（社会情動的

スキル）の育ち 
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幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿） 
 
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）は、到達目標ではありません。そのため達成を目指して

指導するものではないことや、一人ひとりの発達の特性に応じて育っていくものであり、すべての子どもに同じ
ように見られるものではないことなどに留意する必要があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園生活の中で、充実感をもって自分のやりた
いことに向かって心と体を十分に働かせ、見通
しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつ
くり出すようになる。 

健康な心と体 

自立心 

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽
しむ中で、しなければならないことを自覚し、自
分の力で行うために考えたり、工夫したりしな
がら、諦めずにやり遂げることで、達成感を味
わい、自信をもって行動するようになる。 

協同性 

友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを
共有し、共通の目的の実現に向けて、考えた
り、工夫したり、協力したりし、充実感をもって
やり遂げるようになる。 

道徳性・規範意識の芽生え 

社会生活との関わり 

思考力の芽生え 

自然との関わり・生命尊重 

数量・図形、標識や文字などへの関心・感覚 

言葉による伝え合い 

豊かな感性と表現 

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいこと
や悪いことが分かり、自分の行動を振り返った
り、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場
に立って行動するようになる。また、きまりを守
る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友
達と折り合いをつけながら、きまりをつくった
り、守ったりするようになる。 
 

家族を大切にしようとする気持ちをもつととも
に、地域の身近な人と触れ合う中で、人との
様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考
えて関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、地域
に親しみをもつようになる。また幼稚園内外の
様々な環境に関わる中で、遊びや生活に必要
な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、
情報を伝え合ったり、活用したりするなど、情報
を役立てながら活動するようになるとともに、
公共の施設を大切に利用するなどして、社会
とのつながりなどを意識するようになる。 

身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質
や仕組みなどを感じ取ったり、気付いたりし、考
えたり、予想したり、工夫したりするなど、多様な
関わりを楽しむようになる。また、友達の様々な
考えに触れる中で、自分と異なる考えがあるこ
とに気付き、自ら判断したり、考え直したりする
など、新しい考えを生み出す喜びを味わいなが
ら、自分の考えをよりよいものにするようになる。 

自然に触れて感動する体験を通して、自然の変
化などを感じ取り、好奇心や探究心をもって考
えや言葉などで表現しながら、身近な事象への
関心が高まるとともに、自然への愛情や畏敬の
念をもつようになる。また、身近な動植物に心を
動かされる中で、生命の不思議さや尊さに気
付き、身近な動植物への接し方を考え、命ある
ものとしていたわり、大切にする気持ちをもって
関わるようになる。 

遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字
などに親しむ体験を重ねたり標識や文字の役
割に気付いたりし、自らの必要感に基づきこれ
らを活用し、興味や関心、感覚をもつようにな
る。 

先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語
などに親しみながら、豊かな言葉や表現を身
に付け、経験したことや考えたことなどを言葉
で伝えたり、相手の話を注意して聞いたりし、
言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる
中で、様々な素材の特徴や表現の仕方などに気
付き、感じたことや考えたことを自分で表現した
り、友達同士で表現する過程を楽しんだりし、表
現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。 

※幼稚園教育要領。保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領より抜粋 
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園で実際に見られる１０の姿について、園庭での遊びを例に具体的に見てみよう！ 

【数量や図形・標識や文字
などへの関心・感覚】 
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育みたい資質・能力（３つの柱）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児期において育みたい資質・能力は、個別に取り出して身に付けさせるものではなく、 

遊びを通しての総合的な指導を行う中で、一体的に育んでいくことが重要です。 

 

 

非認知能力 

（社会情動的スキル） 

 

育みたい資質・能力「３つの柱」の中でも、特に「学びに向かう力・人間性等」の要素として位置づけられ

るのが「非認知能力（社会情動的スキル）」です。幼児期の非認知能力は、子どもが安心感を基盤に、「やっ

てみたい！」と周囲の環境に主体的に関わる中で好奇心や探究心が高まり、結果として「やりきった」「集中

できた」「友達とうまくかかわれた」といった形で現れます。子どもの姿に現れている育ちと学びをつないでい

くことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊びや生活の中で、豊かな経験を通じて、

何を感じたり、何に気付いたり、何がわかっ

たり、何ができるようになるか 

遊びや生活の中で、気付いたこと、 

できるようになったことなどを使いながら 

どう考えたり、試したり、工夫したり、 

表現したりするか 

心情、意欲、態度が育つ中で、 

いかによりよい生活を営むか 

０歳から１８歳まで、切れ目なく育まれていく非認知能力（社会情動的スキル） 
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子どもたちは、入学前からさまざまな経験を重ねてきています。その育ちを理解する上で知っておきたいのが、

幼児教育の基本的な考え方である「環境を通して行う教育」です。 

 

遊びの中にある学び 

幼児教育では、子どもたちが周囲の人や物、自然、出来事など身近な環境に主体的に関わりながら学んで

いくことを大切にしています。ここでいう「環境」とは、園庭や保育室だけではありません。友達や保育者との関

わり、遊具や絵本、虫や草花など自然との出会いなど、子どもを取り巻くすべてのものが学びの環境です。 

例えば、園庭で虫を見付けた子どもたちが、「どうしてここに集まっているのだろう」と不思議に思い、観察を

始めることがあります。また、積み木遊びでは、「もっと高くしたい」という思いから何度も試したり工夫したりする

姿が見られます。このような夢中になって遊ぶ中で、つまり主体的に環境と関わる中で、子どもたちは気付き、考

え、友達と相談したりしながら学びを深めていきます。 

 

「教える人」ではなく「環境をつくる人」 

では、そのような遊びを支える保育者はどのような役割を担っているのでしょうか。保育者は、子どもたち一人

一人の姿を丁寧に見取りながら、「今、何に興味をもっているのか」「どのような経験が必要なのか」を考えてい

ます。そして、必要な教材を準備したり、友達との関わりをつないだり、ときには一緒に考えたりしながら、子ども

たちの学びを支えています。「教える人」というよりも、子どもとともに「学びが生まれる環境をつくる人」といえる

でしょう。 

 

小学校へつながる育ち 

就学前施設と小学校では教育の方法は異なりますが、その育ちは確かにつながっています。幼児期に育まれ

た好奇心や主体性、友達と関わる力、自分なりに考える力は、小学校での学習や生活を支える大切な基盤で

す。入学してくる子どもたちは、遊びや体験を通して学ぶ世界の中で育ってきています。その姿を幼保小で語り

合うことが、架け橋プログラムの大きなねらいの１つです。

コラム 幼児教育で大切にしている「環境を通して行う教育」って？ 
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３ 架け橋期のカリキュラムの作成手順 

 

 

 

３ 架け橋期のカリキュラムの作成手順 
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４ 架け橋期のカリキュラムにおける各項目について 

 

 

４ 架け橋期のカリキュラムにおける各項目について 
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テンプレートや作成例の 

データこちらから！ 

作成例は、 
P.３６～３７を 
ご覧ください！ 
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 先生同士が対話を重ね、互いの違いや共通点に気付いていくことは、とても大切です。 

特に「子どもの姿」を中心に語り合うことで、同じ方向を見ながら子どもの学びと育ちをつなぐカリキュラ

ム作りへと発展していきます。 

 ここで、ある学校と園で、先生たちがカリュキュラムを作るために話し合っている様子を少しのぞいてみ

ましょう。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム 「カリキュラム作成の最初の一歩は対話」 
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第５章 参考資料 
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架け橋期のカリキュラム 作成例
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架け橋期に育みたい子どもの姿や配慮点 
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                   「世田谷区学校教育」推進のための研究全体構想図 

「
学
び
と
育
ち
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
よ
り

 

世
田
谷
区
教
育
振
興
基
本
計
画
の
教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、 

多
角
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
ん
だ
ね
！
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       非認知能力の５つの視点と具体的な項目 

非
認
知
能
力
（
社
会
情
動
的
ス
キ
ル
）
の

5
つ
の
視
点
と
具
体
手
的

な
項
目

 

「
学
び
と
育
ち
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
よ
り
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子どもの権利の保障と子どもが心身ともに満たされ、自分らしく生き生きと成長することのできるウ

ェルビーイングの実現が大切です。 

子どもに関わる全ての大人は、一人ひとりの子どもが何に興味を持ち、何を学ぼうとしているのかを

知ろうとする、また子どもの声を聴き、身近な大人との対話の中での安心感を基に、非認知能力（社会

情動的スキル）を育んでいく視点をもちましょう。             ※P1３非認知能力(社会情動的スキル)

の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世田谷区子どもの権利条例】 

子どもの権利が当たり前に保障され、子ども自身が子どもの権利を実感できる文化と地域社会をつ

くり出し、発展させ、継承していくことを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【せたがやインクルーシブ教

育ガイドライン】 

 

～子どもの主体的な成長を

促す教育をしていますか？ 

共に学び、共に育つ教育を

めざして～ 

 

 

 

 

 

 

 

【世田谷区教育・保育実践コンパス・ 

世田谷区保育の質ガイドライン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世田谷区子どもの 

権利条例（全文） 

 

みんなが持っている 

権利 

 

 

 

 

 

せたがやインクルーシブ教育

ガイドライン 
             

世田谷区教育・保育実践 

コンパス 

世田谷区保育の質 

ガイドライン 

コラム 「子どものウェルビーイングを実現する教育・保育」 

46



43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 章では、モデル研究園・校「園、校における架け橋期の教育の充実」

（令和 6・7 年度）の取組み及び世田谷区内の就学前施設、小学校、学び舎

の実践事例をまとめました。 

就学前施設で日々大切にしている遊びの中に学びの芽生えが育まれてい

ることや、遊びを通して育まれる小学校以降の教育とのつながり、教職員と子

どもとの関わりや環境の構成の工夫、架け橋期の指導・援助のポイント、架け

橋期のカリキュラムの作成等を示しています。 

それぞれの教育・保育・学び舎の実情に合わせてご活用ください。 

令和６・７年度 モデル研究  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ P４４～４７ 

実践事例集  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  P４８～５５ 

第６章 事例集 

 

※本冊子に掲載されている実践事例以外にも、

様々な取組みを区のホームページに掲載し、ご紹

介していますので、ぜひご覧ください。（随時更新） 
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 令和６・７年度 モデル研究 
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 令和６・７年度 モデル研究 
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48 

実践事例集の見方（各項目について） 

 

※各実践事例の内容に合わせた項目で記述しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本冊子に掲載されている実践事例以外にも、区のホームページに掲載し、ご紹介していますので、 

ご覧ください。（随時更新） 

幼児期の学びの芽生え 
 
つながりのある保育・授業  

 

 

職員の交流・大人同士の

取組み 

 子ども同士の交流活動 
 

就学に向けて保護者の 

安心感へのアプローチ 

 
０歳児からの育ちをつなぐ  

テーマ・ポイントを明記 （小学校については教科や単元名、時数など） 

この活動までに、子どもたちは何に興味をもって、どんな

育ちがあるか。 

・教師や保育者は、子どもたちのどのような気付きや気持ちを大切にしようと

しているか。 

・どのような関わりや配慮をしているか。 

・幼児教育では、どのよう資質・能力が小学校への育ちにつながっているか。 

・幼児期の育ちや経験を小学校の授業でどのように生かしたらよいか。 

・１０の姿に照らし合わせるとどのような育ちが見られるか。 

・子どもたちが主体的に遊びや授業に取り組むためにどのような実践

を行ったか。 

・小学校では、幼児期の育ちや経験を意識して、どのように授業を展

開していくか。 

幼児教育：児童期を見通して、どのような環境や関わりを大切

にしたらよいか。 

小学校教育：幼児期の育ちを意識した指導上の留意点。 

幼児教育：活動や生活を通してどのようなことを育てたいか。 

小学校教育：授業のねらい。 
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 実践事例 自立の学び舎  RISSHO KID’Sきらり岡本保育園 
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 実践事例 世田谷杜の学び舎  世田谷保育園 
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 実践事例 

 

多摩川の学び舎  瀬田小学校 
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 実践事例 世田谷杜の学び舎  世田谷保育園・若林小学校 
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 実践事例 多摩川の学び舎  瀬田小学校 
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 実践事例 烏山学舎 烏山北保育園・武蔵丘小学校 
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「せたがや架け橋プログラム」における用語について 

架け橋期 幼児教育と小学校教育をつなぐ５歳児から小学校１年生までの２年間 

架け橋期のカリキ

ュラム 

幼保小の先生が、共通の視点をもちながら、相互の教育内容や教育方法の

充実を図るため、協働して作成するもの。異なるカリキュラムをもつ幼保小が、

接続期の教育・保育をつなぐために作成するもの 

幼保小 

 

施設類型関係なく全ての就学前施設と小学校の総称、及び全ての就学前施

設における教育・保育と小学校教育の総称 

就学前施設 

 

乳幼児教育・保育施設を指して、「園」「就学前施設」「幼保」のいずれかで

記載 

幼児教育 就学前施設において行われる教育・保育のこと 

幼児期 就学前施設において生活する期間の総称 

子ども ０歳から小学校就学以降までの乳幼児、幼児、児童・生徒の総称 

保育者 幼稚園教諭、保育士、保育教諭及び各施設で教育・保育に従事する者 

幼児期の終わりま

でに育ってほしい

姿 

幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ねることにより、幼児教育において

育みたい資質・能力が育まれている幼児の具体的な姿であり、特に５歳児後

半に見られるようになる姿。「１０の姿」ともいう。 

学び舎（学舎） 中学校区を単位として、就学前施設、小学校、中学校で構成されるグループ 

窓口園 学び舎（学舎）で、就学前施設間の連絡を取りまとめる園。各学び舎内に１園

ずつ割り当てられる。 

参考資料、文献 他 

〇 政府発行の文書 

・『幼稚園教育要領解説』（２０１８）文部科学省 

・『保育所保育指針解説』（２０１８）厚生労働省 

・『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』（２０１８）内閣府、文部科学省、厚生労働省 

・『小学校学習指導要領解説』（２０１７）文部科学省 

・『幼児教育と小学校教育がつながるってどういうこと？ 幼児教育と小学校教育の円滑な接続のた
めの参考資料』（２０２４）文部科学省 

・『学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について～幼保小の協働による架け
橋期の教育の充実～』（２０２３）中央教育審議会初等中等教育分科会 幼児教育と小学校教育
の架け橋特別委員会 

・『幼保小の架け橋プログラムに実施に向けての手引き（初版）』（２０２２）文部科学省 
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